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1. 従来の被服構成は熟練に より安定した技術に よっ
て疲 労と失 敗を少な くして きたので，未熟者は必要以上

の余裕時 間を要 するものであ る。マ イクロ モーションス

タデ ィを主 として動 作研 究を行 ない方 法改 善 を 進 め た
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2. 時間 の要 素をい れて 人間工学的 に行ない， メモモ

ーションカ メラ， ビデオコーダお よび ストップ ウォッチ
による時 間測定 を併用し，作業 分析 を試み た。道 具配置

の良好 な場合 と日常直 感的に行 なわれ易い 不良の場合を

対 照とした。 作業 はウール地 Ｗ幅70cm, 婦人 用スカ ート

の裁断から 縫製 までとし，道 具は32種使用した。

3. 全 作業を区分 すれば 縫製72%, 切躾14. 6?/o,仕上

げ10.7%, 裁断2.5% であ った。

作業改善 は人 間対 機械関 係を人 間工 学的 に研究するこ

とと，手 順， 使用道具お よび方 法を 検討する作業方 法研

究 によって行わ れるものであ る。本実 験に よって メモモ

ーションスタデ ィが極めて有効であ ることを確認し た。

更 に細部 の解析 にはスローモーション撮影 が必要且つ 便

利 と思う。又こ の作業 記録はビ デオコーダ 等により音を

入 れるこ とによって作業時間分析を更 に明確 に解 析しう

る。こ の作業は 不安定 作業であ るため作業 者の心理お よ

び 健康状態で多少変動 は当然考えられるが作業区 分によ

り改 善の重点はか なりはっきりしてい るようであ る。


